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アンラボ全社員対象の非対面式「2021ジャンプアップ」開催 

アンラボの 2021：顧客とクラウドを見据えて 

激動の連続だった2020年、アンラボは多くの変化を乗り越え無事に2021年を迎えた。高度化する市場のニーズに変わりゆくトレン

ド、それに対するアンラボの目標や戦略とは一体何か？そのヒントは「実行」というワードと、2021年の始まりをもって断行され

た大規模な組織改編から得ることができる。 

アンラボが全社員を対象に開催した非対面式の「2021ジャンプアップ (Jump-Up)」から、アンラボの2021年の方向性を詳しく考

察していく。 

 

 

今年1月13日、アンラボは板橋 (パンギョ) にあるアンラボ社屋にて全社を対象に社員向け教育プログラム「2021ジャンプアップ (Jump-Up)」を非

対面式で開催した。今回のイベントはカン・ソッキュン代表および各部門長と本部長らが、2021年の幕開けとともに新たに改編された組織の方向性と

経営方針、また今年のビジネス目標および戦略を共有した。 

 

2021ジャンプアップのスローガンは、「eXecute for NEXT」だ。アンラボが2019年よりテーマとしている中長期型の未来戦略「N.EX.T Move Ah

nLab 4.0」を、”積極的に実行に移す”という意味が込められている。 
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 [図1] N.EX.T Move AhnLab 4.0 

 

デジタルニューノーマル、加速化する変化 

2020年は新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、私達の生活やビジネス全般にわたって今までにないほど多くの変化が起こ

った。そして、”時代の変化に応じて新たに浮上する基準”を意味する「ニューノーマル (New Normal)」が様々な領域で発生した。 

 

カン・ソッキュン代表が2021ジャンプアップの開始とともに強調した内容も、このデジタルニューノーマルであった。キーポイントとなるのは、

新型コロナウイルス感染症によるデジタルトランスフォーメーションの加速化だ。 

カン・ソッキュン代表は、「これまで企業が漸進的に行ってきたデジタルトランスフォーメーションが、より速く事業の必須要素として定着

し、新たなトレンドキーワードを誕生させた。」と説明した。 

 

デジタルトランスフォーメーションの加速化と連携しているニューノーマルには、WFH (Work From Home、在宅勤務) 等のリモート

ワーク認証やセキュリティ問題、およびクラウドファースト (Cloud-First) の他にも、企業のビジネス状況や戦略に合わせクラウドを活

用する「クラウドスマート (Cloud-Smart)」がある。 

これ以外にもカン・ソッキュン代表は、人の行為を分析しインサイトを引き出す「Internet of Behavior (IoB、人の身体とインター

ネットをつなぐ仕組み)」、業務処理および意思決定過程にて一連の業務を最大限自動化し効率性を高める、「ハイパーオートメー

ション (Hyper Automation、超自動化)」等の核心トレンドを挙げた。 
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 [図2] 2021デジタルニューノーマルキーワード 

 

アンラボの2021年：顧客、クラウド、革新の三重奏 

カン・ソッキュン代表が発表した2021年の経営方針にも、デジタルニューノーマルが積極的に反映されていた。アンラボは今年の経営

戦略の核心として、「NEXT Move AhnLab 4.0」のテーマを維持しつつ、▲顧客中心の経営体系強化、▲クラウド中心事業の強

化、▲オープンイノベーション拡大の実現を挙げた。 

 

まず顧客中心の経営体系強化は、「NEXT Move AhnLab 4.0」のうちのN (New)、すなわち未来成長のための企業構造および

組織改革と密接に関わっている。アンラボは以前から顧客中心の経営哲学をもとに、顧客が不十分さを感じる「ペインポイント (弱

み、弱点)」の解決に向け努力してきた。 

今年も同様のテーマを維持しながら、顧客が持続可能な成長を図れるよう組織体系と製品・サービスポートフォリオの最適化を戦略

として打ち立てた。 

 

カン・ソッキュン代表は、「現在顧客のニーズはエンドポイント、ネットワーク、サービス等の分離した領域に対するセキュリティではなく、

統合的なセキュリティ力に変わりつつある。したがって、単純な個別ソリューションの提供を超え、より幅広い観点から自社のセキュリテ

ィポートフォリオを調査し、製品およびサービス間の連動・連携を強化し対応しなければならない。」と強調した。 
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 [図3] カン・ソッキュン代表 

 

続いてクラウド中心事業の強化だが、アンラボは去年6月、ハイブリッドクラウドの安全な環境作りのためクラウドワークロードセキュリティ

プラットフォーム「AhnLab CPP」をリリースし、市場での安着を成功させた。 

また、AWS Web Application Firewall (WAF) 管制サービスも同様に、顧客に専門的なセキュリティ管理能力を提供し巡航し

てきた。 

 

2021年は、去年築き上げた成功を基盤にクラウドセキュリティ事業に拍車をかけていく。Cloud Native Application Protectio

n Platform (CNAPP) という方向性を定め、「AhnLab CPP」を進化させていく計画だ。サービス部門でもクラウドネイティブ (Cl

oud Native) セキュリティサービスを開発・高度化し、サービス遂行力も確保する方針である。 

 

カン・ソッキュン代表は、「クラウドは韓国国内のIT分野において、最も成長の早い領域の一つに挙げられる。こうした需要に対応し、

総合的なクラウドセキュリティフレームワークとオファリングを強化することで、弾力的なクラウドビジネスモデルを構築していく。その一環と

して、開発中のクラウドセキュリティソリューションとサービス、および新事業が今年に入り可視化する予定だ。」と説明した。 

 

最後に、オープンイノベーション拡大の一環として次世代技術ロードマップを高度化し、外部協力の強化を進める予定だ。その中心に

は OT (Operational Technology、運用・制御技術) セキュリティ、および AI (Artificial Intelligence、人工知能) セキュリ

ティが挙げられる。 

 

アンラボは去年、OT セキュリティのエンドポイント、ネットワーク、サービス領域にわたり既存製品を発展させ、新製品および新規サー

ビスをリリースした。また、POSCO ICT とスマートファクトリーセキュリティ事業の MOU を締結するなど、内・外部にわたり OT セキ

ュリティ力の強化に取り組んできた。 

2021年は去年の延長線として、他社との協力、研究、投資を含めた外部アライアンスの拡大、および関連産業の専門性を改善し、

製品・サービス基盤の OT セキュリティ統合オファリングを構築していく計画だ。 

 

AI セキュリティ分野では、去年成し遂げたいくつもの R&D 成果を今年様々な自社製品に融合させ、クラウド基盤の AI セキュリ

ティサービスを拡大する戦略だ。あわせて、去年 JASON を買収後、相互の積極的な協力とシナジーから有意義な成果を出した
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「JMachine」や、自社のセキュリティ運営効率化プラットフォーム「AhnLab Sefinity AIR」を筆頭に、AI 自律管制システムの提

供にさらに一歩近づくことが期待されている。 

 

大規模な組織改編の断行：顧客中心、クラウド事業の強化 

2021年の年明けとともに、アンラボは前述した経営戦略の実現に向け迅速に始動した。まず、顧客中心の営業組織再編やクラウ

ド事業強化を軸とする組織改編が断行され、これによりクラウドを中心とした市場変化に対応し、産業別に統合的な顧客経験を提

供することで、セキュリティ企業の代表として競争力を継続的に強化していく方針だ。 

 

アンラボは、製品・サービス別に区分されていた今までの事業部組織を、「事業部門」と「サービス事業部門」に再編し、各事業部に

分散されていた製品別の営業組織を、顧客中心の産業別営業組織に統合した上で「産業部門」として編成した。さらに、セキュリテ

ィ管制およびコンサルティング等の専門的なセキュリティサービスを行う部署は、「サービス事業部門」として構成した。 

 

これまで TF (タスクフォース) 方式で運営されていたクラウド関連部署も、今回正式部署として編成された。アンラボは研究所内に

「クラウド開発室」、そしてサービス事業部門内に「クラウド事業本部」を新設し、クラウド事業の本格化を図っていく予定だ。 

これ以外にも、事業部別に区分されていた技術支援やマーケティング等の機能組織を、組織効率化の観点から全社レベルで統合

し、「技術支援本部」および「マーケティング本部」を新設した。 

 

カン・ソッキュン代表は、「今回改編された組織は、組織構造の中でも最も高度化したマトリクス型組織の形態を有している。機能別

組織とプロジェクト組織が有機的に構成され、外部環境の変化に応じて柔軟に運営を行い、最上の成果を出せると期待している。」

と述べた。 

 

顧客中心の連携と協力！各部門のリーダーが提示するキーワード 

2021ジャンプアップでは、組織改編後の産業部門、研究所、サービス産業部門を率いるリーダーらが発表者として前に立ち、具体

的な2021年の事業戦略を提示した。各部門の性格や現状が反映された推進方法を共有し、顧客中心の考え方に基づいた製

品・サービス間の連携、そして各部署の構成員同士の協力から得られるシナジー創出が最重要課題であるという点において、皆一

脈通じていた。 

 

まず、統合営業組織を総括することになったキム・ハクソン事業部門長は、産業別の顧客ニーズを深層的に分析・理解することが事

業成功への礎になると強調した。顧客が属する産業ごとの専門性を兼ね備えたカスタマイズ型戦略の構築と、ペインポイントを効果

的に解決できる統合オファリングの提供が、今回提示された主な戦略である。その一環として、ビジネスモデルも最適化していく予定

だ。 
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 [図4] キム・ハクソン事業部門長 

 

キム・ハクソン事業部門長は、「今年の事業戦略の核心は連携とシナジーに代弁される。これは製品およびサービス間の連携から開

発・企画部署の運営上の協力、さらには当社とパートナー企業との対外的な協力が包括的に適用される。二つの核心的要素をも

とに重複の軽減および効率性の強化を進め、アンラボが追及する統合的な価値の実現を成功へと導く。」と述べた。 

 

去年に引き続きアンラボの研究所を統率し、技術および開発を総括しているジョン・ソンハク研究所長は、アンラボの技術と製品が歩

んできた道のりに焦点を当て、それらが示唆する内容をもとに今年の戦略を提示した。 

今年の主な目標として、アンラボのアイデンティティが反映された製品およびサービスのプラットフォーム化を掲げたジョン・ソンハク研究

所長は、自社が保有している最高水準の脅威分析力とソリューションポートフォリオを存分に活かしつつ、市場の変化に応じて改善が

必要な部分はいち早く補完すべきであると強調した。 

 

 
 [図5] ジョン・ソンハク研究所長 

 

また、ジョン・ソンハク研究所長は今年の目標に関し、「製品同士のシナジーを創出し、相手の身になった顧客視点のカスタマイズ製

品、および次世代技術の提供に注力していく。」とし、「組織の構成員らが各分野の専門性を継続して突き進め、市場での競争力
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強化に向け有機的に協力すればおのずと成果が得られるだろう。」と述べた。 

 

アンラボのサービス事業を新たに総括することになったキム・ヒョンジュンサービス事業部門長は、アンラボの2021年事業戦略の中枢と

なるクラウドセキュリティに力点を置いた。これまで進めてきたクラウドセキュリティ管制サービスを高度化し、これをアンラボクラウド製品

および事業に連携することで、アップセリングが可能なビジネスモデルを構築していく計画だ。 

 

 

 [図6] キム・ヒョンジュンサービス事業部門長 

 

キム・ヒョンジュンサービス事業部門長は、「現在のセキュリティ市場には個々の製品を越え、ポートフォリオや構成要素の関連性と必

要性を顧客に納得してもらえるストーリーが必要だ。」とし、「多数のクラウド関連ソリューション供給企業と協力し、疲労を感じている

ユーザーに統合的なクラウドセキュリティ力の恩恵を提供するべく邁進していく。」と抱負を語った。 

 

2021年のキーワード：MAGIC、COW 

上記で述べた通り、2021年に行われた組織改編の結果、組織運営の効率性向上のためマーケティング本部と技術支援本部が新

設された。この日のイベントでは、各本部長らが新組織の事業目標や戦略を共有する場も設けられた。 

 

まず、アンラボのマーケティングを統率することになったイ・サングクマーケティング本部長は、今年の戦略に関し「MAGIC (マジック)」と

いうキーワードを提示した。M (Market：市場)、A (Analytics：分析)、G (Growth：成長)、I (Intelligence：知能), C 

(Consolidation：統合) の計5つの価値を一つのキーワードにまとめたものだ。このキーワードの意味を紐解くと、「市場分析を基

盤に成長し、そのインテリジェンスをもとに連携・連動を極大化する」と解析できる。 
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 [図7] イ・サングクマーケティング本部長 

 

イ・サングク本部長は、「私達の核心的価値は成長であり、従来保有している力量のアップセリング、およびグローバルマーケティングの

強化からこれを実現していく。」とし、「アンラボのアイデンティティが反映された一貫的なメッセージをもとに新しいモノを創造し、また従

来の視点とは違った視覚から看視することで、アンラボが顧客をリードできるようポジショニングをとる。」と強調した。 

 

最後の発表者としてマイクを握ったウォン・ナムホ技術支援本部長は、新年を迎えるにあたり「COW (カウ)」を新本部の戦略として

掲げた。「COW」は C (Customer：顧客)、O (On Demand：オンデマンド、要求対応)、W (With Partner：パートナー提

携) の略語であり、顧客ニーズに迅速に対応し効率的なパートナー支援を行うことで、技術競争力を強化していくという意味であ

る。 

 

 

 [図8] ウォン・ナムホ技術支援本部長 

 

ウォン・ナムホ技術支援本部長は、「技術支援本部の役割は、顧客の事業目標と価値を守り、アンラボが顧客のために設定した方

向へと加速化することである。雨の日に傘を分かち合う気持ちで顧客サポートに最善を尽くしていく。」と抱負を語った。 
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終わりに：実行こそが戦略 

アンラボにとって2021年は、いくつもの目標と戦略、そして新たな跳躍に満ちた一年だ。ただし、これら全てにおいて強調すべき点が

「実行」である。実行しなければ、いくら高度な計画や戦略も世に出て人々に触れることはない。また、実行後困難という壁に直接ぶ

つかることで、予想だにしなかった成功もしくは試行錯誤という大切な経験をもたらしてくれるだろう。その経験は組織がさらにもう一段

階成長する土台となる。 

 

こうした流れから見て、2021ジャンプアップのスローガン「eXecute for Next」には、実行から経験を得て拡張していくという意味も

込められている。デジタル時代のニューノーマルを迎えた今、いち早い実行で成長を遂げていくアンラボの姿に今後も期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

http://jp.ahnlab.com/site/main.do 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 

1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま

いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁

進してまいります。 

アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ

ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント

サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


